
浦添高等学校

“ NEXT STAGE“ NEXT STAGE !! ””
第 14号

平成３０年１１月３０(金)
発行者 校長 上原 源三

～ 性 ・ エ イ ズ 教 育 講 演 会 ～
「性・エイズ教育講演会 ～誕生学を通して～」と題して11月

19日（月）に講演会が行われました。講師は知念菜穂子氏、富名
腰清子氏で“いのちの大切さ”“お互いを思いやる心の尊さ”を教
えていただきました。
「性」に関する学習は、保健や家庭科等の授業で

行われております。高等学校のこの時期に学ぶ内容
として、重要事項の一つであると考えます。男女の
特性や機能について学び、お互いを気遣い尊重しな
がら生きていくことを深く認識しなければなりません。また、生
徒達は「多様な性」についても学んでおり、お互いを尊重してい
く本質的なところに理解を深めています。
講演会では“妊婦さん疑似体験（７kgの重り）”“産まれたばか

りの赤ちゃん（人形）をだっこする”など、女性が生命をさずか
り生活することの大変さを実感しました。また、不妊治療を受け
てようやく妊娠に成功した夫婦の“出産シーン”を見ることがで
きました。赤ちゃんが産まれてくる過程は少し怖さも感じたかも
しれません。しかし、出産後のまわりの人々の笑顔や夫婦の絆の
深さは本当に感動的でした。近い将来、浦高の生徒達も結婚、出
産を経験するであろうと考えると、感慨深いものがあります。
最近の性に関するニュースで、性感染症の「梅毒」に感染して

いる患者が急増していることや先進国では日本だけがHIV患者・
感染者の増加が止められないなど問題になっています。また、デ
ートDVや性被害等の状況は後を絶ちません。
私たちが生きていく上で「性」に関する知識は、より豊かな人

生を送るための重要なものです。ひとり一人が真摯に向き合い、
正しい知識と行動を取ることが必要です。この講演会が生徒達の
素晴らしい人生の一助となることを切に願っています。 校長

～ マジで！ ～
11月17・18日に県PTA研究八

重山大会に参加した。会場に一番

早く着いた校長は私だった。すぐ

さま運営責任者に肩をたたかれ、

「指導助言をお願いした校長先生

の飛行機が遅れているので、その

代わりをお願いします」と言われ

た。「マジで！俺そんなのやったこ

と無い」と言うと「あなたしかい

ない」と言われた。よくよく考え

ると自分が断ったら、たぶん次に

到着した校長にこの話がいくんだ

ろうと考え直し「わかりました」

と答えた。何事も一番がいいと思

っていたが、「必ずしもそうではな

いな」と思った。

人生何が起こるか分かりません。

とりあえず、がんばりました。

校長

●自覚とプライド●
浦高空手部がまたまた快挙です。

11月17日・18日に開催された全
国選抜大会予選南九州ブロックで
輝かしい成績を残し、来年３月に
和歌山で行われる全国選抜大会の
キップを手に入れました。
女子団体形 優勝
男子団体形 準優勝
男子個人形 川村真太郎 準優勝
女子個人形 久場麗佳 準優勝

佐和田莉乃 3位
女子団体組手 ３位
男子団体組手 ５位
女子個人組手59kg以下級
佐和田莉乃 準優勝

男子個人組手68kg以下級
當山晃生 ３位

このように、浦高空手部は確実
に伝統を継承し結果を残していま
す。部員それぞれが技術・精神力
の向上に努め、日々努力して成果
を出していることは並大抵のこと
ではありません。本当に素晴らし
いことです。
全国大会は、沖縄県及び九州の

代表となります。その自覚とプラ
イドを持って、激しく戦ってくだ
さい。 校長兼空手道専門部長

～･～･～ 時 の 言 葉 ～･～･～
ふまれても ふまれても 我はおきあがるなり
青空を見て微笑むなり 星は我に光をあたえ給うなり

武者小路実篤（小説家、詩人、劇作家、画家）

人生すべて順風満帆にいくことはありません。様々な挫折も
繰り返しながら人として大きくなっていくのです。大切なこと
は失敗や不遇の時にあっても、くじけずに踏ん張っていくこと
だと思います。常に希望を持って、自分を信じて頑張り抜く強
い精神力を持ちましょう。きっとうまくいくはずです。 校長

* * * 校 長 雑 感 * * *
日産自動車の代表取締役会長カルロス・ゴーン氏が逮捕され

たというニュースは本当に驚いた。億単位で収入がある人の生
活はどのようになっているのか？私にはまったく見当がつかな
いが、一度はそのような生活をしてみたいと思う自分がいる。
億単位のお金が入ったらどうしようかな？とにもかくにも“年
末ジャンボ”にしかその可能性を見いだせない自分がいる。


